



The Inﬂuence of Attentional Style on the Efﬁcacy 































































験者は 20名，対照群が 11名，筋弛緩訓練の平均練習回数は 14.5回であった。
実験時期・場所
2003年 8月上旬から 2003年 10月下旬にかけて，都内私立大学の教室を使用して実験を行っ
た。pre実験の 2週間後から 3週間後の間に post実験を行った。
指標






























































































注意スタイルの各尺度で群分けしたときの SUDの平均値と標準偏差を Table 2に示した。
各尺度で群分けしたときの分散分析の結果について順に記載する。
1．高 BET群と低 BET群の比較






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































筋弛緩群 20名を TAISの OETによって高得点者 10名（以下高 OET群），低得点者（以下
低 OET群）に分け，SUDについて群（3）×pre― post（2）×場面（3）の分散分析を行った。そ






＝8.4327，p＜.05）。各群の SUDの推移についてグラフ化し Figure 2に示した。
3．高 BIT群と低 BIT群の比較
筋弛緩群 20名を TAISの BITによって高得点者 10名（以下高 BIT群），低得点者（以下低
BIT群）に分け，SUDについて群（3）×pre―post（2）×場面（3）の分散分析を行った。その結果，


















9.5755，p＜.05）。高 BIT群と低 BIT群，低 BIT群と対照群の平均の差は有意でなかった。各
群の SUDの推移についてグラフ化し Figure 3に示した。
4．高 OIT群と低 OIT群の比較






17.7813，p＜.05）。高 OIT群と低 OIT群，高 OIT群と対照群の平均の差は有意でなかった。
各群の SUDの推移についてグラフ化し Figure 4に示した。
5．高 NAR群と低 NAR群の比較










































高 NAR群），低得点者（以下低 NAR群）に分け，SUDについて群（3）×pre― post（2）×場面





＝9.5755，p＜.05）。高 NAR群と低 NAR群，低 NAR群と対照群の平均の差は有意でなかった。
各群の SUDの推移についてグラフ化し Figure 5に示した。
6．高 RED群と低 RED群の比較
筋弛緩群 20名を TAISの REDによって高得点者 10名（以下高 RED群），低得点者（以下
低 RED群）に分け，SUDについて群（3）×pre― post（2）×場面（3）の分散分析を行った。そ

















いて LSD法を用いた多重比較を行った結果，低 RED群の平均が高 RED群・対照群の平均よ




































次に OET得点で群分けしてみると，pre実験，post実験ともに低 OET群は高 OET群より
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